


JAPAN FESTIVAL IN MONGOLIA 2021・2022実行委員会からのご挨拶

COVID-19を共に乗り越え
笑顔を取り戻す

今まで多くの人たちが作り上げてきたモンゴルと日本の関係
ビジネス・教育・人的交流・経済活動ありとあらゆるものが

COVID-19によって滞り、中断され、あるものは消滅しました

両国の人から笑顔さえも消えつつありあます
そして未だ出口も見えない状況となっております

このJAPAN FESTIVAL IN MONGOLIAを通じて更に半世紀
COVID-19前より強靭なモンゴルと日本の関係を構築して

共にCOVID-19を乗り越えられるよう
そして両国のみなさんが共に笑顔でいられるよう
主催者及び実行委員会一同心より願っております

はじめに



JAPAN FESTIVAL IN MONGOLIA 2021の開催趣旨

JAPAN FESTIVAL IN MONGOLIAとは
両国相互理解の最大のイベント

『モンゴルの人にとって日本とは？』『日本の人にとってモンゴルとは？』

モンゴルと日本は国交が樹立し2022年に50周年を迎えようとしています。
モンゴルには日本の安倍晋三内閣総理大臣もこれまでに３度訪問しました。また、モンゴルと日本の間にはEPAが締結され、今後とも双方の経済が密に交
流し発展していく事が望まれています。しかしながら、現在、双方の国民にとって、お互いに良く知っている状況と言えるでしょうか？お互いの文化に関
して良く知っている状況と言えるでしょうか？両国はお互いの協力のもと発展している状況といえるでしょうか？
モンゴルと日本は戦略的パートナーシップのための日本・モンゴル中期行動計画（2017年～2021年）の中において、経済に関しては『モンゴル経済を再
び発展させて、より活力ある両国貿易・経済関係へ』、文化に関しては、人的交流及び人材育成において『相互理解と友好の深化・発展のための多層的協
力の拡大』という目標を掲げています。
この『JAPAN FESTIVAL IN MONGOLIA 2021』の主催者であるNGO法人JAPAN FESTIVAL IN MONGOLIA実行委員会は、長年、在モンゴル日本国大使
館と、モンゴル国日本文化愛好家協会とで共催してきた『ポップカルチャーフェスティバル』、また2019年に第1回目が開催された『JAPAN FESTIVAL 
IN MONGOLIA』を発展的に拡大し、日本とモンゴル両国の、歴史、文化及び文化遺産並びに政治、経済及び社会の状況を両国の国民に広報します。その
ことにより、日本・モンゴル中期行動計画の目標を踏まえ

『日本とモンゴルの人的・文化的交流を通じ相互理解友好を深めより活力ある両国の発展のために』

をスローガンとし両国の人的交流がさらに促進され、両国にとって経済関係や信頼関係が発展する機会になるイベントを企画、運営いたします。



JAPAN FESTIVAL IN MONGOLIA 2021、2022開催テーマは

『もう一度笑顔を』

JAPAN FESTIVAL IN MONGOLIA2021のテーマ『もう一度笑顔を』としました。2020年から現在
にかけて、モンゴルも日本も重い雰囲気に包まれています。
外出に規制がかかり、外国への渡航、モンゴルへの渡航は制限されました。また出口の見え
ないコロナ感染の拡大。2020年から現在に至るまでモンゴルの方々も日本の方々も楽しい思
い出を十分作ることができなかったのではないでしょうか？

そんな皆様に、笑顔になってもらえる場所を提供したいというのが私たちの思いです。2021年
もいつ、モンゴル日本間の行き来が自由になるのか今はわかりません。

JAPAN FESTIVAL IN MONGOLIA2021は基本オンラインでの開催。JAPAN FESTIVAL IN 
MONGOLIA2022はモンゴル・日本外交関係樹立50周年記念事業として2019年より大きな規模
での開催を考えております。
2022年2月24日のモンゴル・日本外国関係樹立50周年の記念すべき日に2021を、8月には両
国の行き来が再開されていることを期待し、2019年の開催よりももっと大きなイベントとして、モ
ンゴル日本両国の皆様方が笑顔になれるイベントを目指しております。
※2021年7月現在、モンゴル・日本外交樹立50周年記念事業として認定されているものではありません。
※モンゴル・日本外国樹立50周年記念事業の募集が開始され次第申請することを計画しております。

JAPAN FESTIVAL IN MONGOLIA 2021・2022開催テーマ



JAPAN FESTIVAL IN MONGOLIA2021～ONLINE～

開催日 2022年 2月24日（日）

開催場所

原則オンライン開催
対面開催を行う場合は
ウランバートル市ナショナルアミューズメントパーク内
ホワイトロックセンター

共同主催

NGO法人 ナラニーナーダム（実行委員会）
モンゴル国日本文化愛好家協会
フレーエンターテインメントLLC
HISモンゴリア
モンゴル日本人材開発センター
株式会社 ライムライト
株式会社 MDA

協力
（※予定、2019年
実績より）

NGO法人在モンゴル日本人会
NGO法人モンゴル日本商工会

後援
（※予定、2019年
実績より）

（モンゴル）
モンゴル国外務省

（日本）
在モンゴル日本国大使館
日本政府観光局（JNTO)北京事務所
独立行政法人 国際協力機構（JICA）
独立行政法人 日本貿易振興機構（JETRO）
独立行政法人 国際交流基金（JF）

協賛（※予定、
2019年実績より）

MobiCom、TOYOTA、HISモンゴリア、ロート製薬株式会社、株式会社
東横イン、株式会社プリズム

助成他
公益財団法人 関西・大阪21世紀協会
モンゴル・日本外交関係樹立50周年記念事業（申請予定）

概要

JAPAN FESTIVAL IN MONGOLIA2022

開催日 2022年 8月20日（土）、21日（日）

開催場所
ウランバートル市ナショナルアミューズメントパーク内
ホワイトロックセンター

共同主催

NGO法人 ナラニーナーダム（実行委員会）
モンゴル国日本文化愛好家協会
フレーエンターテインメントLLC
HISモンゴリア
モンゴル日本人材開発センター
株式会社 ライムライト
株式会社 MDA

協力
（※予定、2019年
実績より）

NGO法人在モンゴル日本人会
NGO法人モンゴル日本商工会

後援
（※予定、2019年
実績より）

（モンゴル）
モンゴル国外務省

（日本）
在モンゴル日本国大使館
日本政府観光局（JNTO)北京事務所
独立行政法人 国際協力機構（JICA）
独立行政法人 日本貿易振興機構（JETRO）
独立行政法人 国際交流基金（JF）

協賛（※予定、
2019年実績より）

MobiCom、TOYOTA、HISモンゴリア、ロート製薬株式会社、株式会社
東横イン、株式会社プリズム

助成（申請予定）
公益財団法人 関西・大阪21世紀協会
モンゴル・日本外交関係樹立50周年記念事業

JAPAN
FESTIVAL

in MONGOLIA
2021・2022

2021⇒フルオンライン開催 2022⇒有観客開催＋オンライン開催



実施体制
JAPAN

FESTIVAL
in MONGOLIA

2021・2022

NGO法人 ナラニーナーダム
JAPAN FESTIVAL IN MONGOLIA実行委員会
委員長 バトフー・ゲレルチョローン

総務・事務局
ビジネス交流

会場運営・演出 渉外・旅行

主担当：日本センター
担当者：オユンチメグ

主担当：フレーエンタテイ
ンメントLLC
担当者：込堂 孝志

主担当：HISモンゴリア
担当者：原田 紀

側面支援

❑ 契約業務補助
❑ 翻訳・通訳業務
❑ 広報業務
❑ 要員手配
❑ 備品等手配
❑ 各届出等の申請補助
❑ 報告書作成補助
❑ 後援申請補助等
❑ ビジネス交流事業調整

❑ ステージ演出
❑ 音響、映像設備等手配
❑ 会場関係渉外
❑ 会場整備
❑ 日本側通信技術担当

❑ 出展者ツアー手配及び
現地アテンド等

❑ 協賛企業調整

❑契約行為主体者
❑イベント企画
❑広報計画作成
❑各申請、報告等主体者
❑その他開催に関するすべての業務

各協賛企業・団体
各後援企業・団体
各協力企業・団体

ポップカルチャー
イベント

主担当：株式会社ライム
ライト
担当者：後藤 佑紀

❑ ポップカルチャー部門
ゲスト調整業務

❑ 出演交渉、日本側技術
補助

助成金※

渉外・ビジネス交流

JAPANESE POP 
CULTURE FESTIVAL

主担当：モンゴル日本文化愛
好家協会
担当者：キラ

主担当：株式会社MDA
担当者：安藤 宏晃

❑ 日本側協賛企業調整
❑ ビジネス交流事業調整

日本万国博覧会記念事業
公益財団法人
関西・大阪21世紀協会

❑ サブカルチャー大会
❑ ボランティア調整など

※助成金に関してはJAPAN FESTIVAL IN MONGOLIA2021は採択済み
※JAPAN FESTIVAL IN MONGOLIA2022に関しては2022年度事業として申請予定



8,000名
オンライン視聴
累計30,000名来場者数

2019の実績

2019年の実績
2020・2021年の目標

出展社数 36社

出展ブース
数

53ブース

2021の目標 2022の目標

50社

80ブース

来場者12,000名
オンライン視聴
累計50,000名

JAPAN
FESTIVAL

in MONGOLIA
2021・2022



開催場所
JAPAN

FESTIVAL
in MONGOLIA

2021・2022

会場はウランバートル市の
『ど真ん中』

ウランバートル市民だったら全員が知っている
『遊園地』

NATIONAL AMUSMENT PARK
＆

WHITE ROCK CENTER

会場となるナショナルアミューズメントパーク（NAP）は通称パルクと
呼ばれ、ウランバートル市民だったら必ず知っているウランバートル市
の真ん中に位置する施設です。遊園地施設であるため、夏のこの時期は
通常でも多くの来場者でにぎわいます。今回ジャパンフェスティバルの
メイン会場となるホワイトロックセンター（WRC）はそのNAPの西端に
位置します。そのため、日本に関心のある人だけではなく、多くの来場
者を期待することができます。またWRCはモンゴルと日本の合弁企業が
建設した施設で、モンゴルで初めて日本の技術を利用したプロジェク
ションマッピングが利用できる施設となっており、モンゴルの中でも注
目を浴びてきている施設となります。



出展ブース イメージ

3ｍ

3ｍ
奥行 3ｍ
面積9㎡

出店費用に含まれるもの
・ 上記寸法のテント
・ 机１台
・ パイプ椅子２台
・ 電気使用料
（そのほかのものはオプションとなります。）
※ 床は基本的に土面、若しくは芝生面となります。
※ 床のかさ上げをご希望の方はオプションになります。

JAPAN
FESTIVAL

in MONGOLIA
2021・2022



出展ブース設置イメージ

メインスポンサー出展ゾーン
※ 出展ゾーンは抽選により決定いたします

『出展』ゾーン
。

『出展』ゾーン

笑顔の広場

メイン会場

JAPAN
FESTIVAL

in MONGOLIA
2021・2022



メイン会場 野外エリア

見る聞く
参加して
応援して

『笑顔に』

笑顔の広場を演出するのは、モンゴル、日本のエン
タテインメント、コンテスト、演武、伝統芸能など。

❑ 日本、モンゴルのポップアーティスト、伝統芸能
アーティストによるパフォーマンス
（日本からの出演はオンラインになります）

❑ お笑いショー
❑ 日本のコスプレ、歌などのコンテスト
❑ 武道の演武、コンテスト
❑ 日本、モンゴルファッションショー
❑ 日本式の小運動会

以上の様な内容で企画、演出を行います。

JAPAN
FESTIVAL IN MONGOLIA 

2021・2022



技術との出会い
製品との出会い

サービスとの出会い
新しい発見が

『笑顔に』

日本の技術や、日本品質の商品や、サービスの出展
を募ります。2019年は日本の氷雪エネルギーを利用
した定温保管技術や、車の表面を強固にコーティン
グし、モンゴルの未舗装の道から車を保護するガラス
コーティング技術など、様々な日本の技術を紹介する
ブースが出展しました。
また、モンゴルで発売されていなかった男性化粧品な
ど、日本の商品やサービスは今、モンゴルで注目を
浴びています。私たちは日本の技術、製品、サービス
との出会いによりモンゴルの方たちに『笑顔』を提供
します。

❑ 日本の車の性能実験ショー
❑ ロボットによる会場案内
❑ VR体験
❑ フィギアなどの日本のポップカルチャー製品
❑ 日本の伝統工芸体験コーナー
などの出展の呼びかけを行っていきます

JAPAN
FESTIVAL IN MONGOLIA 

2021・2022
ビジネス交流



日本食をみんなで食べる
日本食の作るところを見る
新しい食材との出会い

その全てが

『笑顔に』

JAPAN FESTIVAL
IN MONGOLIA 2021・2022

2019年、日本から出展した
本格たこ焼き屋台には長蛇
の列が。その様子はYahoo
ニュースでも紹介されました。

モンゴルでの日本食の人気は日に日に高まっています。最近では味噌ラーメンの
専門店が回転し人気を博し、スーパーでもサーモンやヒラメの刺身が出回る様にも
なっております。2019年のJAPAN FESTIVAL IN MONGOLIAでは、たこやきのお店
が1時間待ちの行列ができるほど、モンゴルの方々には日本食は受け入れられて
きています。また、食は食べておいしくそして、祭りの屋台にもみられるように、作る
ところを見ても楽しいものです。
そんな食が演出する『笑顔』を2021年のJAPAN FESTIVAL IN MONGOLIAはモンゴ
ルの皆様方に提供いたします。



COVID-19禍においても多くの日本企業やモンゴルの企業は
それぞれに交流を求めている状況です。しかしながら、現在
実際に会って交流をすることは困難な状況となっております。
この期間、オンラインによる企業の交流の仕組みは大きく発
展し、オンラインでの交流は世界的なスタンダードとなりまし
た。今まで対面で開催されていた、セミナーや展示会なども
次々とオンライン化されています。
ジャパンフェスティバルでは、2月にオンラインによるビジネス
交流を行い、そこで出会った人や、関心を8月に行われる
ジャパンフェスティバルにつなぎます。

JAPAN
FESTIVAL IN MONGOLIA 

2021・2022
ビジネス交流

ビジネス交流で『笑顔に』

モンゴル日本人材開発センターのオンラインマッチン
グサービスによるモ・日企業のマッチング

写真上：JICAとMobicomによる日本とモンゴルのスタートアップ支援状況
写真中：オンラインEXPO2021によるモンゴルの企業紹介
写真下：オンラインEXPO2021のホームページ表紙



JAPAN FESTIVAL IN MONGOLIA2019会場参考画像

JAPAN
FESTIVAL

in MONGOLIA
2021・2022



メイン会場
『笑顔を生む演出』

会場を演出するのはモンゴル
日本合弁のプロ集団

日本で技術を学びモンゴルでそ
の実力を発揮する姿は日本の
MX東京でも放送されました

メイン会場を運営するのは日本で映
像事業やイベント制作を行う株式会
社プリズムが出資した現地法人、フ
レーエンターテイメントLLCです。ス
テージを演出する音響、映像、照明
は日本で学んできた技術者たちが最
高のエンターテイメントを演出する
ために、日本の技術者とともにその
力を発揮いたします。

JAPAN
FESTIVAL

in MONGOLIA
2021・2022



JFM出演回数：初
グループ名：神使轟く、激情の如く
レーベル名：Ragdolls

JFM出演回数：3回目（ポップカルチャーフェスティバル1回含む）
グループ名：ワンダーウィード天
所属：ライムライト ジュリアハウス

JAPAN FESTIVAL IN MONGOLIA 2021・2022

FES☆TIVEもモンゴルでのライブは三回目とな
る。お祭り系ユニットというコンセプトの下、
今年もオンラインで、その盛り上がりが期待さ
れる。メンバーも2019年の来モ時から2名増え
た8名体制となり、そのパフォーマンスが期待さ
れる。
神使轟く、激情の如く。は、強烈な印象を放つ
唯一無二のミクスチャーロックサウンドを武器
にモンゴルに初挑戦する。デビュー4年で2022
年には武道館での単独公演を行う期待のユニッ
ト。

JAPAN POPCULTURE LIVE
JFMの前身となるポップカルチャーフェスティバル
への参加も含めモンゴルでのライブは３回目となる
『奇跡の雑草』ワンダーウィード。2020年にそのワ
ンダーウィードから二つのグループが生まれた。
モンゴルでのライブを体験している白川ゆめか、佐
倉ちひろの2名がそれぞれのグループを牽引し今回、
モンゴルでのオンラインライブに挑む。かわいくて
かっこいいワンダーウィード天と、The Japanese 
Idolといった華やかさが売りの花いろはの共演は見
逃せない

JFM出演回数：3回目（ポップカルチャーフェスティバル1回含む）
グループ名：花いろはfromワンダーウィード
所属：ライムライト ジュリアハウス

ワンダーウィード天
花いろはfromワンダーウィード

JFM出演回数：3回目（ポップカルチャーフェスティバル1回含む
グループ名：神使轟く、激情の如く
レーベル名：Ragdolls

FES☆TIVE
神使轟く、激情の如く。

招へいゲスト

招聘ゲストは全て現在交渉中です。実際には変更になることがあります



JFM出演回数：2回目
グループ名：ワサビーズ
モンゴルのガールズボーカル＆ダンスユ
ニット。代表曲ҮгүйのYouTube再生回数が、
モンゴルの人口二倍に迫る643万回となっ
ている。今注目の若手ユニット。ワサビー
ズの由来は日本の山葵（わさび）

MONGOLIAN GROUP LIVE

只今その他のグループも
出演交渉中！

現在日本と関係の深い他グループにも出演交渉

JFM出演回数：2回目
グループ名：フルグードラミング
モンゴルの和太鼓グループ。モンゴル唯一
の和太鼓グループとして各地で演奏活動を
行っている。
日本の和太鼓をモンゴルの衣装で演奏した
りと精力的な活動を展開

WASABIES

HULUGUU DRUMMING

CHAKA LAND

JFM出演回数：初
グループ名：チャカランド
2021年、モンゴルのツォイワンってどうな
ん？Монгол цуйван хэр вэ？で一躍モン
ゴル国内でバズった沖縄を中心に活動する
グループ。
メンバーは日本人とモンゴル人の混成。
今回はオンラインでの出演になるが、モン
ゴルの老若男女を盛り上げる。

JAPAN FESTIVAL IN MONGOLIA 2021・2022招へいゲスト

MONGOLIA ＆ JAPAN
GROUP LIVE
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招聘ゲストは全て現在交渉中です。実際には変更になることがあります

ゆきに

宮田宜也

埼玉大学卒業 作曲家、笙奏者、ピアニスト。
鳳笙を宮内庁式部職楽長多忠輝氏に師事、ピアノ
を林正樹氏に師事する。
2011年の東日本大震災でボランティアに参加。
2018年の西日本豪雨ボランティアにも参加し避難
所での慈善演奏。
海外活動は、2012年のデンマーク留学でインク
ルーシブな発想と国境を超える音楽の可能性を実
感。2014年リトアニア「Now Japan Festival」に
出演し、即興性に富んだ自作曲の演奏で好評を博
した。2019年9月リトアニア「Now Japan 
Festival」に招聘、ラグビーワールドカップ2019
で君が代の雅楽合奏に参加。

1987年3月15日生まれ。幼少期，神輿職人の祖
父の家で育てられ，祖父の影響を大きく受ける。
高校入学時に極真空手を初め，大学四年生の時
に全日本準優勝。筑波大学大学院入学後に東日
本大震災が起き，被災地での祭復興の活動に取
り組むようになる。2013年石巻市雄勝町白銀神
社の神輿修理，祭礼支援を行い，祭の美しさと
住民の祭に対する姿勢に感銘を受け，祭文化を
次世代へ繋げるために明日襷（アシタスキ）の
活動を開始した。
2014年に行ったフランス神輿渡御を皮切りに，
タイ，ドイツ，スロベニア，リトアニア，ブル
ガリア，ポーランドでも神輿渡御に成功。海外
での神輿渡御の経験は15箇所以上。
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・エコツミ・

小塩瀏蒼

1969年、静岡県吉田町生まれ。7歳より書を始め
る。
幼き頃より空手、剣道に勤しみ、日本文化である
「道」の精神を学ぶ。
一樹会主宰·書道 一樹会会長。2021年4月、任意
団体『書道 一樹会』を設立。数々の賞歴を持ち、
中国、リトアニア、ポーランド、アメリカなどで
その作品・パフォーマンスを披露している。モン
ゴルは書道の文化もあるので、もしかしたらモン
ゴルの書道家とのコラボレーションも見られるか
も？

神話や民話を伝えるシンガーソングライター/パ
フォーマー/小説家。
学生時代から数多くの舞台・ミュージカルに出演し、
映画挿入歌にて歌手活動をスタートする。言葉の語
源にこだわる独特の詩とメロディが特徴。
コロナ禍においては、ロックダウン期間の世界中の
風景音を用いた音楽作品群「covid19-20 project」、
飛沫の心配なく作品を鑑賞することができる360度
歌舞ホログラム作品「リトルゴット 少名毘古那」な
どを次々と発表。
現在、日本神話を世界に発信する特異なアーティス
トとして活動中。



招へいゲスト

アーティスト名：睦静紀
日本舞踊家

３ガガヘッズ
JFM出演回数：2回目
所属：ワハハ本舗

2歳より、祖母・母と同じ師である若柳冬紀師に師事現在は自身
も師範として伝統芸能としての日本舞踊の魅力を伝えると同時に
現代に響くアート・エンターテインメントとしてより身近にまた
広く世界中に発信すべく古典・邦楽にとどまらない現代音楽での
活動も行なう

日本舞踊

お笑い

ポップカルチャー
伝統文化も

他ゲストを現在出演交渉中

2019年に『３ガガヘッズ勝手にモンゴルツ
アー』と称しモンゴル中に日本の笑いを届
けた３ガガヘッズが今回も登場。
モンゴルで行われた公演は著書『3ガガヘッ
ズの勝手に全身タイツ旅』の中でも紹介さ
れている。

言葉が伝わらなくても伝わるその芸風は、
モンゴルでも老若男女問わず人気がある。

JAPAN FESTIVAL IN MONGOLIA 2021・2022

招聘ゲストは全て現在交渉中です。実際には変更になることがあります



現在、多くの初中等学習者が日本語を学習するきっかけとしてア
ニメや、漫画を自分で読みたい、聞きたいという理由をあげます。
それほど、日本のポップカルチャーコンテンツはモンゴルの若者
に深く浸透しています。
そのため、JAPAN FESTIVAL IN MONGOLIAではそうした若者達
に、自分たちの好きなもので『笑顔に』なっていただければと願っ
ています。日本文化を好きでよかったと言えるような機会を日本
語学習者者や、日本の文化を愛してくれている人々に長年
Japanese pop culture festivalをう運営してきた日本文化愛好家
協会(Japanese Pop Culture Lovers Association:MJPCLA)と協力
して提供いたします。
また、日本から来たアイドルと地方で日本語を学習している生徒
のコラボレーションは、JAPAN FESTIVAL IN MONGOLIA2019の
最後の方で最高潮に盛り上がりました。今回は、そうしたアイドル
たちとモンゴルの若者がオンラインを通じてふれあいのできる場
も提供したいと思います。コンテストの上位入賞者には協賛、後
援の企業、団体より商品などが贈呈されます。

ジャパンポップカルチャーフェスティバル

JAPAN
FESTIVAL

in MONGOLIA
2021・2022
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イベントの広報

公式ホームページ

公式ホームページは日本語・モンゴル語で閲覧可能です



イベント広報活動の実績（2019年実績分）

SNS( facebook, Instagram, Tik Tok)

フロントページ
リーチ数：

13万1,472名
モンゴルでは実に80％を超える※人々がフェイスブックを利用してい
ます。フェイスブックを利用した広告はモンゴルにおける最もコスト
パフォーマンスの良い公告方法の一つとなっております。またモン
ゴルの若者に人気のTik Tokなども使い、広告効果を高めます。
※The Inclusive Internet Index: Measuring Success 2018

JAPAN
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CSR活動としての
JAPAN FESTIVAL IN MONGOLIA 2021・2022

次世代を担う青少年の健全な育成を支援する活動を行い
心豊かで活力ある社会の実現

子供たちに取って幼いころの体験は時に一生残る思いでとなります。
学習とは、学校で学ぶ勉強だけではなく世界中の多様な文化を体験することも子供にとって
時に将来をつくる大きなきっかけとなる素晴らしい学習機会です。
2019年のJAPAN FESTIVAL IN MONGOLIAではメインスポンサーとなるモビコム、トヨタ
の両社が、子供向けにイベントや、啓蒙イベントを開催したほか、日本語を学習している子
供たちがアイドルやパフォーマーと写真を撮ったり、交流をすることにより、将来の憧れと
なったり、日本語学習に今まで以上に熱が入る結果を生み出しました。
モンゴルと日本を繋ぐイベントが、子供たちや青年の将来にいい影響を与える可能性を大い
に期待できるイベントとなっております。
右図最上段は、昨年アイドルがモンゴルを訪問する際にモンゴル日本人材開発センターで技
能実習生候補生として日本語を学習する生徒との交流を行った写真ですが、このイベントの
後、今まで出席率の悪かった生徒の出席率が良くなった。成績が良くなったなどの良い効果
が確認されました。

この事業が
『モンゴルと日本の社会が調和のとれた持続可能な発展』

に貢献するものだと考えます



日本文化に接することが困難な地方日本語学習者を
日本を『まるごと』体験する機会への招へい

モンゴルではウランバートル市の他にも初中等教育
から日本語を教える学校が数校あります。特にダル
ハンにおいては、今までＪＩＣＡから技術プロジェ
クト支援が行われていたり、協力隊が多く派遣され
ていたことからも日本語教育が熱心に行われている
地域となっております。

しかしその中には、普段日本人と触れ合う事さえ難
しい学校があります。

そのため、ウランバートル市と、地方の日本語学習
者の学習環境には大きな格差が生じている場合も多
く見られます。
純粋に日本に興味を持って学習している地方学習機
関で学ぶ日本語学習者は日本文化や、日本人と接す
る機会に飢えています。

日本の企業に近づき
日本を感じてもらう

今回、そうした地方の日本語学習初中等教育機関で
学ぶ学習者に対しスポンサー様の協賛金から、ＪＡ
ＰＡＮ ＦＥＳＴＩＶＡＬ ｉｎ ＭＯＮＧＯＬＩＡに
学習者を招聘することにより、普段『日本』に接す
る機会の少ない学習者に得難い体験をしてもらうと
共に、日本企業の取組を知ってもらい『日本企業・
日本』のファンを増やすことを目的として企画を実
施いたします。

・ 地方の学校へのオンライン配信
・ 地方の生徒のウランバートルへの招へい
・ ゲストとのオンラインによるしゃべり場
・ 歌ってみた・踊ってみたコンテスト

バヤンホンゴル県
総合生協学校

ウブルハンガイ県
メルゲド学校 ドルノゴビ県

第五番学校

中央県
フムーン総合学校

ダルハン県
モンゴルオユ学校

第19番学校
オユーニーイレードゥイ総合学校

ダルハンエンパシー学校

上図は、ウランバートル以外の日本語学習実施初中等教育機関。地方の初中等日本語学習者の学習環境は整備されていると
言い難いが、日本文化に触れる貴重な機会を得られていると、生徒たちは嬉々として日本文化を楽しんでいる

（下図は、国際交流基金・モンゴル日本人材開発センター主催の地方日本語学習機関出張指導の様子）

CSR活動としての
JAPAN FESTIVAL IN MONGOLIA 2021・2022



バナー広告

イベント広報活動の実績（2019年実績分）
JAPAN

FESTIVAL
in MONGOLIA

2021・2022



メディア報道

イベント広報活動の実績（2019年実績分）

日本：
東京MXテレビ
北海道建設新聞
Yahooニュースなど

モンゴル：
gogo.mn
Ikon.mn
モンツァメ国営通信など
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イベント広報活動の実績（2019年実績分）

日本：
東京MXテレビ
北海道建設新聞
Yahooニュースなど

モンゴル：
gogo.mn
Ikon.mn
モンツァメ国営通信など
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項目 メインスポンサー サブスポンサー ロゴパートナー

協賛金 100,000,000MNT 10,000,000MNT 3,000,000MNT

会場内特別プロモーション
（特別会場の設置なども含む）

○ × ×

競合他社の協賛参加拒否権 ○ × ×

競合他社の出展参加拒否権 ○ × ×

会場内プロモーション 〇（優先） 〇 ×

オフィシャル媒体での競合他社
イメージカラー使用拒否権
（RGBで50ポイント以内のもの）

５色 × ×

関係事業のロゴの広告への
掲載権

メインロゴ×１
サブロゴ×２

（サブスポンサーのロゴと同等）
メインロゴ×１ メインロゴ×１

ブース（JFM2022）
特設ブース

（場所は抽選にて決定）
テント利用は最大6基まで無料

最大3基まで無料
（先着順出展場所選択権）

1基まで無料
（出店場所選択権は通常の出展者と同様）

旗（のぼり）（JFM2022） 会場中心部 会場周囲 ×

ステージ枠（JFM2022）
メインステージ30分
サブステージ30分

メインステージ10分
サブステージ15分

サブステージ10分

オンラインCM配信枠
（動画は恒久的に保存されるものです）

全てのオンライン配信動画の最初にロゴの掲載とメイ
ンスポンサーとしての企業名の読み上げ

15秒スポットの動画CMを各配信動画の幕間にて放送

全てのオンライン配信動画の最後にロゴの掲載と企業
名の読み上げ

オンライン配信プログラムでのロゴの掲載

メイン会場横LEDモニターにて
広告映像の放映権

60分 20分 ×

広告・バナーへのロゴの掲載 ○ ○ ○

オフィシャルフェイスブック
ページでの紹介

６記事（ブーストポスト） 2記事（ブーストポスト） 1記事（通常投稿）

イベント前の記者会見
○ × ×

開会式での代表者挨拶 〇 × ×

無料招待券（入場料を徴収する場合） 1000枚 100枚 10枚

JAPAN FESTIVAL IN MONGOLIA 2021・2022スポンサーメニュー表


